
 オオキンケイギクは、５月～７月頃にかけて鮮やかな黄色の花を咲かせます。とてもきれいな

花ですが、ご自宅のお庭や花壇に植えてはいけません。 
 

 〇庭などに生えているのを見かけたら駆除しましょう。 

 〇処理する際には、根から引き抜き、その場で拡げないように２～３日天日にさらすなど枯死 

  させた後、ビニール袋などに密閉して燃えるごみとして処分して下さい。  

しろくまだより 
  － 温暖化で絶滅の危機『しろくま』を救え in やつしろし － 
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《今回の記事》  

 ・平成28年度 八代市住宅用太陽光発電システム設置に関する補助について 

 ・特定外来生物「オオキンケイギク」を庭に植えてはいけません 

 ・PM2.5・光化学スモッグに関する情報に注意しましょう 

 ・環境センター建設事業の進捗状況をお知らせします 

『ごみ非常事態宣言』継続中 

市では平成２８年度も、住宅用太陽光発電システムの設置に対する補助を行います。 

補助金額 
 上限５万円（太陽光モジュールの最大出力１kWあたり１万５千円） 
  ※市内業者と工事請負契約を締結した場合は、さらに定額３万円を上乗せ。 

補助対象 
 ・市内に居住または居住予定者の方で、自ら居住する住宅に新規に設置するものであること 

 ・世帯の全員に市税等の滞納がないこと など 

注意事項 
 ・市内業者とは、市内に本社や支店、営業所等がある事業者のことです。 

 ・工事着工前の申請が必要です。着工後に申請されても補助対象となりません。 

 ・申請書類等については、市ホームページに掲載しています。 

【お問合せ先】 八代市環境課 TEL ３３－４１１４ 

平成28年度 住宅用太陽光発電システム設置に関する補助について 

特定外来生物「オオキンケイギク」を庭に植えてはいけません 

 オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響をおよぼす恐れがある植物として「特定外来生物による生態系

等に係る被害の防止に関する法律」による特定外来生物に指定され、栽培、運搬、販売、野外に放つことなどが禁

止されています。詳細は、八代市ホームページをご覧になるか、環境課 TEL 33-4114 までお問合せ下さい。 

 花の特徴 
 ・花はコスモスに似た形状 

 ・茎の先端に花が１つ咲く 

 ・花びらの色は黄橙色 

 ・花びらの先端に不規則なギザギザがある 

 葉の特徴 
 ・葉は細長いへら状 

 ・茎の両側に葉がある（対生） 

 ・表面には白く荒い毛が生えている 

 ・葉の周囲はなめらか 



 八代市では、毎月第1日曜日を「やつしろ環境の日」、毎月25日を「ライトダウンの日」とし

ています。環境にやさしい暮らしを、できることからはじめてみませんか。 

●環境⾏動の輪を広げましょう 
 □ 環境イベントに参加しましょう。 
 □ 市⺠や市⺠団体、事業者、市との情報交換の場に参加しましょう。 

広げよう！環境⾏動の輪  「人と自然が調和するまち やつしろ」をめざして 

■光化学スモッグ注意報の発令、PM2.5注意喚起時など、情報がメールで配信されます。 

 熊本県「大気環境情報メール」に是非ご登録ください。 

 ①メールアドレス［sky@123123.tv］に携帯電話から空メールを送信する 

 ②数分後に返信されてくるメールの文末のURLをクリック 

 ③登録画面が表示されたら、必要事項を選択し、登録ボタンを選択して完了 

 ※メール受信・拒否設定をされている方は［123123.tv］のドメイン指定受信をお願いします。 

PM2.5・光化学スモッグに関する情報に注意しましょう 

 平成２７年度は、八代市環境センターの基本・実施設計を行いました。また、環境センター建

設地（元国有地）の取得手続きが完了し、１２月から造成工事に着手しています。 

平成２８年４月から建築工事（杭工事）に着手し、平成３０年度の供用開始を目指します。 

環境センター建設事業の進捗状況をお知らせします 

＜位置図＞ 

【お問合せ先】 八代市環境センター建設課 TEL ３３－８７７３ 

光化学スモッグとは？ 

 光化学スモッグは、自動車や工場などから排出される大気中の窒素酸化物や

炭化水素などが、太陽光（紫外線）を受けて光化学反応を起こし、オゾンなど

の光化学オキシダントを生成することにより発生します。 

 ３月から１０月頃にかけて、日差しが強く気温２０～２５℃以上、風が弱い

日に発生しやすくなります。光化学オキシダント濃度の１時間値が0.12ppm

以上になった場合、熊本県が注意報を発令します。 

PM2.5（微小粒子状物質）とは？ 

 大気中に漂う直径2.5μm以下の小さな粒子をPM2.5と呼んでいます。近年、大陸からの飛来が指摘さ

れていますが、実は以前から存在しており、自動車や工場などから排出される物質のほか土ぼこりや海水

に含まれる塩分など、もともと自然界にあった物質も含まれています。 

 例年、冬季から春季にかけては、PM2.5の濃度が高くなる傾向にあります。国の暫定指針値（日平均

７０μg/㎥）を超える可能性がある場合、熊本県が注意喚起を行います。 


